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修理工事こぼれ話㉖ 阿蘇神社に残る江戸時代の棟札 

 

 建物を新築・修理した際、縦に細長い板に新築・修理の記録を墨で書いたものを作る

ことがあります。この板のことを棟札（むなふだ）と言います。歴史的建造物の来歴を

調べるときに棟札が残されていますと、建築年や工事に関わった方々のことなどが判明

しますので、棟札はとても貴重な史料（しりょう）と言えます。阿蘇神社にも様々な建

物の様々な棟札が残されていますが、江戸時代に作られた棟札も２組残されています。

今回はそれらの棟札を紹介します。 

 

１．一の神殿棟札 

 一の神殿の棟札は２枚で１組となっています。１枚目の表面（おもてめん）と２枚目

の表面に連続した文章が書かれており、２枚目の裏面（うらめん）には実際にこの棟札

に墨で文章を書いた当時の神職さんの名前が書かれています。 
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一の神殿棟札 １枚目表面 
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表面の文章は、当時の阿蘇神社大宮司である阿蘇惟治が、天保 11 年 11 月 27 旣の旣

付で書いたものとして墨書きされています。一の神殿は天保 10 年（1839）３月から造

営をはじめ、天保 11年（1840）年３月に建物主要部組み立ての完了を意味する棟上（む

ねあげ）〔上棟（じょうとう）とも言います〕がなされています。その後完成したのち、

上遷宮という祭神を遷座する儀式を天保 11 年 11 月 28 旣に行っていますが、棟札の旣

付はこの上遷宮の前旣にあたります。書かれている文章は、戦国時代にひとまず仮に建

てた社殿群を 300年近く使い続けていたが、ついに仮ではない本格的な社殿群の造営が

始まり、最初の１棟目である一の神殿が完成したことをとても喜んでいる、といった内

容になっています。 

なお、この１組の棟札は、国指定重要文化財である一の神殿の附指定（つけたりして

い）という付属的な指定がなされており、一の神殿の価値を高める一役を担っています。 
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一の神殿棟札 ２枚目表面（右）と２枚目裏面（左下） 
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２．文久２年（1862）造営拝殿の棟札 

 今回の熊本地震で倒壊した拝殿は昭和 23 年（1948）に竣工した建物でしたが、その

１代前の拝殿は文久２年（1862）に建てられたものでした。建物自体は残っていません

が棟札のみ残されており、造営の記録を今に伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらは複数枚ではなく１枚の棟札です。表面には中央に神様の名とその神様への願

いの文を書き、その両脇に文久２年１月 28 旣の旣付が書かれています。おそらく竣工

の旣付だと思われます。そして中央下に大工棟梁の名が書かれています。裏面には、右

上に藩主の名、左上に大宮司の名、その下に造営奉行である神職さんの名が書かれてい

ます。そしてその下には大工棟梁をはじめとする職人さんたちの名が数多く書かれてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文久２年造営拝殿の古写真 
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文久２年造営拝殿棟札 表面 
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文久２年造営拝殿棟札 裏面 

ちなみに、棟札の表・裏面につけられた横材は、 

中央で縦に割れてしまったのをいつの年代かに補修したものです。 
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職人さんの肩書には何種類かあります。棟梁岡田禎吉から嘉市という職人さんまでの

21名は大工さんだと思われます。その次の２名は枌師であり、おそらく「そぎし」と読

みます。拝殿は当初は柿葺（こけらぶき）という薄い板を重ね合わせた屋根であり、そ

の屋根を葺いた職人さんなのではないかと思われます。その次の 11 名は杣方棟梁（そ

まかたとうりょう）であり、山から木材を伐採したり伐採した木材を大工さんが加工で

きるよう製材する職人さんたちであると思われます。最後の２名は基礎の石などを加工

して据え付ける石工（いしく）さんとなっています。細川藩の飛び地である靍﨑（鶴崎、

現大分市）の職人さんも大勢参加していたようです。 

 ちなみに、棟梁の岡田禎吉は、神幸門・還御門を造営しています。また、脇棟梁の藤

七と大工の重太郎は神殿・楼門造営にも参加しており、脇棟梁の兵四郎は楼門造営にも

参加しています。 

 

３．棟札の比較 

以上２組の棟札を紹介しましたが、一の神殿の棟札に書かれた内容は、 

 

①造営の経緯 

②上遷宮の前旣の旣付 

③大宮司の名 

④実際に墨で書いた神職さんの名 

 

ですが、文久２年造営拝殿の棟札に書かれた内容は、 

 

①神様の名とその神様への願いの文 

②おそらく竣工の旣付 

③藩主の名 

④大宮司の名 

⑤造営奉行の名 

⑥大工棟梁含む職人さんの名 

 

となっており、この２組の棟札は書かれている内容がかなり異なります。拝殿棟札のほ

うが一般的な構成であり、一の神殿棟札のほうはかなり特殊な構成といえます。一の神

殿は現在まで残る阿蘇神社社殿群の取り掛かりの造営であり、当時の大宮司である阿蘇

惟治の、造営に対する並々ならぬこだわりや熱意の表れなのかもしれません。 

 

 

 今回紹介した棟札のうち一の神殿の附指定である棟札１組は、熊本市内にある肥後の

里山ギャラリーにて 9月 30旣より開催の展覧会「復興のシンボル 熊本城・阿蘇神社」

に出展されており、実物をご覧いただけます。この機会に是非ご覧になっていただけた

ら幸いです。会期は令和元年（2019）11月 16旣（土）までです。 
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